
このたびはパナソニック製品をお買い上げいただき、
まことにありがとうございます。

■取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全に
　お使いください。

■保証書は「系統連系日・販売店名」などの記入を
　確かめ、大切に保管してください。

■ご使用前に「安全上のご注意」（4、5ページ）を
　必ずお読みください。

12ページ
運転方法を知りたい

連系運転について

目的にあわせてすばやく探す

18ページ
文字表示に点検コードが表示された

こんなときは

16ページ
停電時に自立運転に切り換えたい

自立運転について

21ページ
日常のお手入れのしかたを知りたい

点検とお手入れのしかた

取扱説明書

【VBPC340A2】

保証書付き

住宅用太陽光発電システム
 マルチストリング型パワーコンディショナ（多数台連系対応）

品番 VBPC340A2 （4.0 kW）
 （5.5 kW）VBPC355A2
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はじめに

創エネ、省エネで、快適でエコな暮らしを  実現します
この住宅用太陽光発電システムは屋根に設置した太陽電池モジュールで発電した直流電力を
パワーコンディショナでご家庭で使用できる交流電力に変換して、電力会社の商用電源と一緒に、
照明や空調などの家庭用電源として使用できます。

自立運転
太陽電池モジュールが発電していれば、手動での切り換え操作（17ページ）により、商用電源の停電に
関係なくパワーコンディショナを運転することが可能です。

自立運転モードのご注意点（16ページ）をよくお読みのうえ、ご使用ください。

もくじ

はじめてお使いになるときは

連系運転について（通常）

停止方法について

自立運転について（停電時）

その他

安全上のご注意 4

各部の名前 6

お知らせ 8

準備する 9

運転をはじめる 9

年月日、時刻を設定する 10

異常発生について 14

15パワーコンディショナを停止したい場合は

こんなときは 18

ランプ、文字表示一覧 20

点検とお手入れのしかた 21

仕様 22

保証とアフターサービス 裏表紙

保証書 23

毎日の動作 12

16自立運転について

17自立運転を始める

商用電源が停電した場合 14

使用上のお願い 8

ご使用の前に
必ずお読み
ください。

連系運転（通常）
太陽電池モジュールの直流電力をパワーコンディショナで
交流に変換した後、家庭で使用している商用電源と接続し、
家庭の電気機器の消費する電力として使用します。

●商用電源が停電したとき
自動的に運転を停止します。停電回復後自動的に運転を再開します。

●太陽電池モジュールの発電がなくなったとき
自動的に運転を停止します。発電開始後自動的に運転を再開します。

●家庭での電力消費が太陽光発電システムで発電された電力より多いとき　
不足分が電力会社の商用電源から補われます。

●太陽光発電システムで発電された電力が家庭での電力消費より多いとき
余剰分を電力会社に売ることができます。

16ページ

12ページ

太陽電池モジュール
太陽光エネルギーを直流
電力に変換します。

発電した電力のうち、ご家庭で使用されない余った
電力は電力会社に売ることができます。
その電力量を計量します。

買電用電力計
夜間や日射量の少ない時に電力会社から購入する
電力量を計量します。

売電用電力計

毎日の運転操作は不要です

停電したら自立運転に切り換えることが可能です

15システムを停止したい場合は

パワーコンディショナ
太陽電池モジュールで発電した電気を
変換し家庭内の電力系統につなぎます。

エネルギーモニタ
発電電力や積算電力量などを確認
することができます。

住宅分電盤
ブレーカを介して電気を
各部屋に分配します。

接続箱
太陽電池モジュールとパワーコンディ
ショナの接続と切断を行います。
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■上面

■前面

本製品はお客様の大切な財産です。確実に点検を行うとともに以下のことを必ずお守りください。
●万一、注意事項に従わず使用された場合の事故や故障などについては、責任を負いかねます。
●人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。

「死亡や重傷を負うおそれが
ある内容」です。

「軽傷を負うことや、財産の損害が
発生するおそれがある内容」です。

■誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、
　説明しています。

■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。
（次は図記号の例です）

してはいけない内容です。

実行しなければならない内容です。

安全上のご注意 必ずお守りください

●ガソリンやベンジンなどを近くに置かない

ガソリンやベンジンなど
の引火性溶剤を、機器の
近くに置いたり、使用し
たりしないでください。
火災・故障の原因となり
ます。

●パワーコンディショナの近くで発熱機器および
　蒸気の出る機器を使用しない

●パワーコンディショナの近くで殺虫剤などの
　可燃性ガスを使用しない

引火し、やけど・火災の
原因となります。

機器の近くで、ストーブなど発熱するものおよび
炊飯器や加湿器など蒸気の出る機器を使用しないで
ください。
火災・故障の原因となります。

■自立運転用コンセントを
　使用する場合

■近くでしてはいけないこと

●パワーコンディショナの通気孔をふさがない ●振動や衝撃を与えない

●上に物を置かない

●スプレー式の洗浄剤を使わない

機器の上に物を置かないで
ください。運転時の発熱で、
発火して火災などの原因となります。

火災・故障の原因となります。

機器に衣類・シーツ・タオルなどをかけたり、
機器のすぐ下に家具を置くなどして通気孔を
ふさがないでください。
内部の温度が上昇し、火災・故障・寿命低下の
原因となります。

●パワーコンディショナをぬれた手で
　さわったり、ぬれた布でふいたりしない

●パワーコンディショナの前面パネルを
　外したり、分解、改造をしない
火災・感電・やけど・けが・故障の原因となります。

火災・感電・故障の原因となります。

■取り扱いについて

●機器の上に乗ったり、
　ぶら下がったりしない

機器が脱落して、けが・
感電・故障の原因となります。

●災害発生時や雷鳴時には機器に手を触れない
感電・けが・やけど
の原因となります。

●下記のような場合は運転を停止し、
　住宅分電盤の太陽光発電用連系ブレーカと
　接続箱の全ての開閉器をOFFにする。

そのまま運転を続けると、火災・感電・故障の
原因となります。
お買い上げの販売店にご相談ください。

・パワーコンディショナから煙が出ていたり、
　こげ臭いにおいがする場合。
・住宅分電盤の漏電遮断機が頻繁に動作する
　場合。
・太陽電池モジュールに損傷（割れ、きず、亀裂、
　変形）が見られた場合。
・太陽光発電システムを外す場合。

●パワーコンディショナの運転中は不用意に
　手を触れない
機器の運転中は温度が上昇するため、不用意に
手を触れないでください。
やけどの原因となることがあります。
特にお子様、お年寄りのいるご家庭ではお気を
付けください。

火災・故障の原因となります。
●ペースメーカーなどを使用している人は
　パワーコンディショナが手の届く範囲に
　近づかない
ペースメーカーなどに影響を与えるおそれがあります。

●パワーコンディショナのお手入れなどを
　する際は、まず運転を停止し、住宅分電盤の
　太陽光発電用連系ブレーカと接続箱の全て
　の開閉器をOFFにする

OFFにしないと感電・やけどの原因となります。

自立運転出力を用いて、掃除機
などモーターを内蔵している
電気機器を使用しないで
ください。
過電圧の発生により他の電気
機器が故障する原因となります。

●途中で電源が切れると生命や財産に損害を
　受けるおそれがある電気機器は使用しない
日没などで発電電力が不足すると、自立運転が
停止するため電気機器の電源が切れます。
デスクトップパソコンの場合はデータ破損など
の原因となります。

●モーターを使用している電気機器は、
　他の電気機器と同時に使用しない

●使用する電気機器が安全な状態である
　ことを確認してから自立運転を開始する
●自立運転開始後に異臭や異音がした
　場合は、ただちに自立運転を停止する
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・パワーコンディショナから煙が出ていたり、
　こげ臭いにおいがする場合。
・住宅分電盤の漏電遮断機が頻繁に動作する
　場合。
・太陽電池モジュールに損傷（割れ、きず、亀裂、
　変形）が見られた場合。
・太陽光発電システムを外す場合。

●パワーコンディショナの運転中は不用意に
　手を触れない
機器の運転中は温度が上昇するため、不用意に
手を触れないでください。
やけどの原因となることがあります。
特にお子様、お年寄りのいるご家庭ではお気を
付けください。

火災・故障の原因となります。
●ペースメーカーなどを使用している人は
　パワーコンディショナが手の届く範囲に
　近づかない
ペースメーカーなどに影響を与えるおそれがあります。

●パワーコンディショナのお手入れなどを
　する際は、まず運転を停止し、住宅分電盤の
　太陽光発電用連系ブレーカと接続箱の全て
　の開閉器をOFFにする

OFFにしないと感電・やけどの原因となります。

自立運転出力を用いて、掃除機
などモーターを内蔵している
電気機器を使用しないで
ください。
過電圧の発生により他の電気
機器が故障する原因となります。

●途中で電源が切れると生命や財産に損害を
　受けるおそれがある電気機器は使用しない
日没などで発電電力が不足すると、自立運転が
停止するため電気機器の電源が切れます。
デスクトップパソコンの場合はデータ破損など
の原因となります。

●モーターを使用している電気機器は、
　他の電気機器と同時に使用しない

●使用する電気機器が安全な状態である
　ことを確認してから自立運転を開始する
●自立運転開始後に異臭や異音がした
　場合は、ただちに自立運転を停止する

■上面

■前面
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kWh
kW

■操作・表示部

各部の名前

自立ランプ（17ページ参照）
自立運転中に橙点灯します。

本書中のランプ・文字表示の表現について
ランプの点灯・点滅・消灯を以下のように表現しています。

文字表示の点灯・点滅を以下のように表現しています。

●点灯 ●点滅

●点灯 ●点滅

●消灯チカッ
チカッ

単位表示
kWh 総積算の電力量です。
kW 現在発電している電力です。

文字表示
発電電力、積算電力量、点検コード、
年月日、時分を表示します。

連系ランプ（12ページ参照）
連系運転中に緑点灯します。

アラーム孔
この孔よりアラームが鳴動します。

［連系/自立］スイッチ
連系モードと自立モードを切り換えます。
日時設定において、数字合わせに使用します。

［運転/停止］スイッチ
運転の開始と停止を行います。

［アラーム停止］スイッチ
アラームの鳴動を停止します。
日時設定において、数字合わせに使用します。

［表示切換］スイッチ
発電電力表示と積算電力量表示、時計表示を
切り換えます。
日時設定において、切り換えと決定を行います。

抑制ランプ（12ページ参照）
電圧上昇抑制運転中に黄点灯します。

■前面

通気孔

自立運転用コンセント
（最大15 A）

■下面

■上面

自立運転用コンセント
（最大15 A）
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使用上のお願い はじめてお使いになるときは
■パワーコンディショナの周辺は以下の状態
　にしてください。

■パワーコンディショナの前面は点検スペース
　として70 cm以上、上下左右には放熱空間を
　確保するため、下記のスペースを空けておい
　てください。

■受信障害の可能性を避けるため、ラジオ・
　携帯電話などはパワーコンディショナの
　近くで使用しないでください。

お知らせ（知っておいていただきたいこと）
■発電電力について
太陽電池モジュールの定格出力は、JIS（日本工業規格）で定められた
一定の条件下で算出された数値が示されています。
実際の発電は、日射強度や周囲温度、設置された方位や角度により異
なります。
したがって、晴天日であっても常に定格通りの発電が行われているわけ
ではありません。
晴天の日中では、定格出力の約7～8割の発電電力が、おおよその目安です。

■毎日の運転操作は不要です
●はじめてお使いになるときは、［運転/停止］スイッチを押して、パワーコンディショナの運転を開始します。
●一度運転を開始させると、日射量に応じてパワーコンディショナは自動的に運転します。
●夜間・雨天時は従来どおり、商用電力（電力会社）から自動的に電力供給されます。

●昼間でも電力会社の商用電源が停電したときは、装置も停止します。
●運転中に下記の音がすることがありますが、異常ではありません。
・「チッチッ」
・「カチッ」

：朝、夕方などの日射量が少ないときに制御電源から発生する音
：運転の開始および停止のときに連系用リレーから発生する音

・「ジィー」「キー」：高周波スイッチング動作により内部機器から発生する音

■発電電力や積算電力量を文字表示で確認できます
文字表示で見ることのできるデータは以下のとおりです。
●発電電力　：現在、太陽光によってシステムが瞬時に発電している電力です。
●積算電力量：発電電力×時間で求められる総積算発電電力量です。
※発電電力および積算電力量の表示は、ある程度の誤差を含みます。
　目安としてご活用ください。

●温度－10～＋40 ℃、湿度90 ％以下の
　環境下（結露なきこと）
●ほこりが少ないこと
●水蒸気・油蒸気・煙・可燃性ガス・
　液体がかからない状態

はじめてお使いになるときは、施工会社に下記の「準備する」「運転をはじめる」と、10ページの
「年月日、時刻を設定する」の実施をご依頼ください。

接続箱の開閉器をすべてONにする

「準備する」を実施すると右記のとおり表示されて
連系運転停止状態になります。

パワーコンディショナに太陽電池モジュール
が発電した直流電力を供給します。

パワーコンディショナと電力会社の商用
電源を接続します。

※太陽光発電用連系ブレーカは住宅分電盤
　と別置きの場合があります。

ご注意

準備する

運転をはじめる

を押すと発電開始カウントダウン終了後に、
連系運転がスタートします。

●準備中

kWh
kW

●連系運転停止状態（準備完了）

●発電開始カウントダウン（秒）

と表示される

10ページにしたがい、年月日、
時刻を設定してください。

を確認します。

●連系運転中

kW

70 ｃｍ以上

30 ｃｍ以上

12 ｃｍ以上5 ｃｍ以上

20 ｃｍ以上

■電気的雑音の影響を受けると困る電気機器
　をパワーコンディショナの近くで使用しない
　でください。
電気機器の正常な動作ができなくなる
原因となります。

接続箱 開閉器

ON

住宅分電盤の太陽光発電用連系ブレーカをONにする

運転を開始する

文字表示を確認する

文字表示に何も表示されない

パワーコンディショナに電力が供給
されていません。太陽光発電用連系
ブレーカと接続箱の開閉器がONに
なっているか確認してください。
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●昼間でも電力会社の商用電源が停電したときは、装置も停止します。
●運転中に下記の音がすることがありますが、異常ではありません。
・「チッチッ」
・「カチッ」

：朝、夕方などの日射量が少ないときに制御電源から発生する音
：運転の開始および停止のときに連系用リレーから発生する音

・「ジィー」「キー」：高周波スイッチング動作により内部機器から発生する音

■発電電力や積算電力量を文字表示で確認できます
文字表示で見ることのできるデータは以下のとおりです。
●発電電力　：現在、太陽光によってシステムが瞬時に発電している電力です。
●積算電力量：発電電力×時間で求められる総積算発電電力量です。
※発電電力および積算電力量の表示は、ある程度の誤差を含みます。
　目安としてご活用ください。

●温度－10～＋40 ℃、湿度90 ％以下の
　環境下（結露なきこと）
●ほこりが少ないこと
●水蒸気・油蒸気・煙・可燃性ガス・
　液体がかからない状態

はじめてお使いになるときは、施工会社に下記の「準備する」「運転をはじめる」と、10ページの
「年月日、時刻を設定する」の実施をご依頼ください。

接続箱の開閉器をすべてONにする

「準備する」を実施すると右記のとおり表示されて
連系運転停止状態になります。

パワーコンディショナに太陽電池モジュール
が発電した直流電力を供給します。

パワーコンディショナと電力会社の商用
電源を接続します。

※太陽光発電用連系ブレーカは住宅分電盤
　と別置きの場合があります。

ご注意

準備する

運転をはじめる

を押すと発電開始カウントダウン終了後に、
連系運転がスタートします。

●準備中

kWh
kW

●連系運転停止状態（準備完了）

●発電開始カウントダウン（秒）

と表示される

10ページにしたがい、年月日、
時刻を設定してください。

を確認します。

●連系運転中

kW

70 ｃｍ以上

30 ｃｍ以上

12 ｃｍ以上5 ｃｍ以上

20 ｃｍ以上

■電気的雑音の影響を受けると困る電気機器
　をパワーコンディショナの近くで使用しない
　でください。
電気機器の正常な動作ができなくなる
原因となります。

接続箱 開閉器

ON

住宅分電盤の太陽光発電用連系ブレーカをONにする

運転を開始する

文字表示を確認する

文字表示に何も表示されない

パワーコンディショナに電力が供給
されていません。太陽光発電用連系
ブレーカと接続箱の開閉器がONに
なっているか確認してください。
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「年月日、時刻を設定する」の実施をご依頼ください。

接続箱の開閉器をすべてONにする

「準備する」を実施すると右記のとおり表示されて
連系運転停止状態になります。

パワーコンディショナに太陽電池モジュール
が発電した直流電力を供給します。
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電源を接続します。
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　と別置きの場合があります。
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●時刻表示（0時00分）

数値の変更、決定、保存操作について

時計リセット表示について
電源OFF状態が長期間継続した場合、保持していた日時
情報がリセットされ、各表示と交互に右記表示がでます。
再度、日時設定をしてください。

●年月日表示（2000年1月1日）

はじめてお使いになるときは
●連系運転停止状態

●積算電力量表示

年月日、時刻を設定する

数字を
下げる

数字を
上げる

決定・切換

を押すと

を押すと「年」が保存され、「月」設定表示に
変わります。

を押して「月」を保存すると「日」設定表示に
変わります。

を押すと年月日の入力がすべて保存され
時刻設定画面に切り換わります。

を３秒間長押しすると年月日表示の設定画面になります。

で数字を合わせます。

連系運転停止状態で

「西暦下2桁」を入力する

「月」、「日」の順に入力する

西暦の下2桁の位置が点滅しますので

と同じように数字を合わせて

積算電力量表示になります。

を押すと時計表示になります。積算電力量表示で

年月日表示と時刻表示が1秒ごとに表示されます。

年月日を設定する

表示を切り換える

●月の設定 【3月に設定した場合】

●年の設定
 【2012年に設定した場合】

●日の設定 【25日に設定した場合】

kWh

設定モードに移行する

日の数字を同じく合わせて

●時の設定 【13時に設定した場合】

●分の設定 【30分に設定した場合】

を押すと「時」が保存され、「分」設定表示に
変わります。

で数字を合わせます。

「時」を入力する

「分」を入力する

表示を元に戻す

「時」の位置が点滅しますので

と同じように数字を合わせて

時刻を設定する

を押すと「分」が保存されて時刻設定が
完了します。

設定された年月日と時刻の交互表示に変わります。

を押すと、元の表示に戻ります。

年 分時月 日
※西暦の下1桁を表示しています。

※
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●時刻表示（0時00分）
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時計リセット表示について
電源OFF状態が長期間継続した場合、保持していた日時
情報がリセットされ、各表示と交互に右記表示がでます。
再度、日時設定をしてください。

●年月日表示（2000年1月1日）

はじめてお使いになるときは
●連系運転停止状態

●積算電力量表示

年月日、時刻を設定する

数字を
下げる

数字を
上げる

決定・切換

を押すと

を押すと「年」が保存され、「月」設定表示に
変わります。

を押して「月」を保存すると「日」設定表示に
変わります。

を押すと年月日の入力がすべて保存され
時刻設定画面に切り換わります。

を３秒間長押しすると年月日表示の設定画面になります。

で数字を合わせます。

連系運転停止状態で

「西暦下2桁」を入力する

「月」、「日」の順に入力する

西暦の下2桁の位置が点滅しますので

と同じように数字を合わせて

積算電力量表示になります。

を押すと時計表示になります。積算電力量表示で

年月日表示と時刻表示が1秒ごとに表示されます。

年月日を設定する

表示を切り換える

●月の設定 【3月に設定した場合】

●年の設定
 【2012年に設定した場合】

●日の設定 【25日に設定した場合】

kWh

設定モードに移行する

日の数字を同じく合わせて

●時の設定 【13時に設定した場合】

●分の設定 【30分に設定した場合】

を押すと「時」が保存され、「分」設定表示に
変わります。

で数字を合わせます。

「時」を入力する

「分」を入力する

表示を元に戻す

「時」の位置が点滅しますので

と同じように数字を合わせて

時刻を設定する

を押すと「分」が保存されて時刻設定が
完了します。

設定された年月日と時刻の交互表示に変わります。

を押すと、元の表示に戻ります。

年 分時月 日
※西暦の下1桁を表示しています。
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●時刻表示（0時00分）

数値の変更、決定、保存操作について

時計リセット表示について
電源OFF状態が長期間継続した場合、保持していた日時
情報がリセットされ、各表示と交互に右記表示がでます。
再度、日時設定をしてください。
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完了します。
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（連系運転中の発電電力を表示）

太陽光発電システムで発電した電力を
表示します。

連系運転中に日射量不足により電力を
出力できない場合、待機状態になり、
連系運転を停止します。

日射量が不足している場合、待機状態
（0.0 kWと表示）になります。
日射量が増えれば自動的に運転を再開
します。

連系運転への準備中です。発電開始時間を
300秒からカウントダウン表示します。
日射条件などにより発電開始時間のカウント
ダウン表示が停止し、最初からカウントダウ
ンがスタートする場合があります。

●本体の電力量表示は、ある程度の誤差を含みます。
　積算電力量の目安としてご活用ください。
　（本機器は、計量法の対象ではありません。）

ご注意

積算電力量を知りたいときは

を押してください。

●抑制ランプが点灯したら

・商用電源の電圧が正常な範囲に戻れば、自動的に発電電力の
　抑制動作をやめて、通常運転に戻ります。

・［表示切換］スイッチを5秒間長押しすると、累積抑制時間（分
　単位）が表示されます。再度［表示切換］スイッチを押すと表示
　は戻ります。

電圧上昇抑制運転中です。商用電源の電圧が規定の値を超えない
ように、出力する電力を抑制しています。

どうすればいいの？

商用電源の電圧は電力会社の供給電圧と消費電力量によって決まります。多くの家庭が一斉に電気を
使うと、電圧が低くなる場合があります。逆に電気の使用量が減ったり、太陽光発電による売電が増
えることにより電圧が高くなる場合もあります。電圧が高い場合、使用する電気機器の故障の原因と
なります。
そのため、商用電源の電圧が設定値（電力会社による指定値を設定）を超えないように、発電電力を
抑える制御によって電圧上昇抑制を行います。

●積算電力量を見る

を押すと積算電力量が表示されます。

元の画面に戻すときは

スイッチを押さなければ、60秒後に元の画面に
戻ります。

※自立運転時の積算電力量は加算しません。

今までどれだけ
発電したのかしら？

●太陽電池の発電停止のタイミング（日没・日射不安定・
　接続箱の開閉器のOFFなど）と商用電源の停電が重なった
　場合には、積算電力量などのデータが正常に更新されない
　ことがあります。

電圧上昇抑制とは

連系運転 について（通常）
■毎日の動作

kW

時間帯

待機状態 連系運転準備状態 連系運転中 待機状態状態

表示

チカッ
チカッ

抑制運転について

いつもより発電電力が
小さいのはなぜかしら？

今までど
発電した

kWh

夜 朝 夕方 夜朝 昼

kW kW

・抑制ランプ点灯中も、電圧の上昇状態によってほとんど発電
　電力が抑制されていないように見える場合もあります。

・抑制運転は異常ではありません。頻繁に発生する場合は、
　お買い上げの販売店にご相談ください。
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（連系運転中の発電電力を表示）

太陽光発電システムで発電した電力を
表示します。

連系運転中に日射量不足により電力を
出力できない場合、待機状態になり、
連系運転を停止します。

日射量が不足している場合、待機状態
（0.0 kWと表示）になります。
日射量が増えれば自動的に運転を再開
します。

連系運転への準備中です。発電開始時間を
300秒からカウントダウン表示します。
日射条件などにより発電開始時間のカウント
ダウン表示が停止し、最初からカウントダウ
ンがスタートする場合があります。

●本体の電力量表示は、ある程度の誤差を含みます。
　積算電力量の目安としてご活用ください。
　（本機器は、計量法の対象ではありません。）

ご注意

積算電力量を知りたいときは

を押してください。

●抑制ランプが点灯したら

・商用電源の電圧が正常な範囲に戻れば、自動的に発電電力の
　抑制動作をやめて、通常運転に戻ります。

・［表示切換］スイッチを5秒間長押しすると、累積抑制時間（分
　単位）が表示されます。再度［表示切換］スイッチを押すと表示
　は戻ります。

電圧上昇抑制運転中です。商用電源の電圧が規定の値を超えない
ように、出力する電力を抑制しています。

どうすればいいの？

商用電源の電圧は電力会社の供給電圧と消費電力量によって決まります。多くの家庭が一斉に電気を
使うと、電圧が低くなる場合があります。逆に電気の使用量が減ったり、太陽光発電による売電が増
えることにより電圧が高くなる場合もあります。電圧が高い場合、使用する電気機器の故障の原因と
なります。
そのため、商用電源の電圧が設定値（電力会社による指定値を設定）を超えないように、発電電力を
抑える制御によって電圧上昇抑制を行います。

●積算電力量を見る

を押すと積算電力量が表示されます。

元の画面に戻すときは

スイッチを押さなければ、60秒後に元の画面に
戻ります。

※自立運転時の積算電力量は加算しません。

今までどれだけ
発電したのかしら？

●太陽電池の発電停止のタイミング（日没・日射不安定・
　接続箱の開閉器のOFFなど）と商用電源の停電が重なった
　場合には、積算電力量などのデータが正常に更新されない
　ことがあります。

電圧上昇抑制とは

連系運転 について（通常）
■毎日の動作

kW

時間帯

待機状態 連系運転準備状態 連系運転中 待機状態状態

表示

チカッ
チカッ

抑制運転について

いつもより発電電力が
小さいのはなぜかしら？

今までど
発電した

kWh

夜 朝 夕方 夜朝 昼

kW kW

・抑制ランプ点灯中も、電圧の上昇状態によってほとんど発電
　電力が抑制されていないように見える場合もあります。

・抑制運転は異常ではありません。頻繁に発生する場合は、
　お買い上げの販売店にご相談ください。
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表示します。
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日射量が増えれば自動的に運転を再開
します。

連系運転への準備中です。発電開始時間を
300秒からカウントダウン表示します。
日射条件などにより発電開始時間のカウント
ダウン表示が停止し、最初からカウントダウ
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●本体の電力量表示は、ある程度の誤差を含みます。
　積算電力量の目安としてご活用ください。
　（本機器は、計量法の対象ではありません。）

ご注意
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●抑制ランプが点灯したら

・商用電源の電圧が正常な範囲に戻れば、自動的に発電電力の
　抑制動作をやめて、通常運転に戻ります。

・［表示切換］スイッチを5秒間長押しすると、累積抑制時間（分
　単位）が表示されます。再度［表示切換］スイッチを押すと表示
　は戻ります。

電圧上昇抑制運転中です。商用電源の電圧が規定の値を超えない
ように、出力する電力を抑制しています。

どうすればいいの？

商用電源の電圧は電力会社の供給電圧と消費電力量によって決まります。多くの家庭が一斉に電気を
使うと、電圧が低くなる場合があります。逆に電気の使用量が減ったり、太陽光発電による売電が増
えることにより電圧が高くなる場合もあります。電圧が高い場合、使用する電気機器の故障の原因と
なります。
そのため、商用電源の電圧が設定値（電力会社による指定値を設定）を超えないように、発電電力を
抑える制御によって電圧上昇抑制を行います。

●積算電力量を見る

を押すと積算電力量が表示されます。

元の画面に戻すときは

スイッチを押さなければ、60秒後に元の画面に
戻ります。

※自立運転時の積算電力量は加算しません。

今までどれだけ
発電したのかしら？

●太陽電池の発電停止のタイミング（日没・日射不安定・
　接続箱の開閉器のOFFなど）と商用電源の停電が重なった
　場合には、積算電力量などのデータが正常に更新されない
　ことがあります。

電圧上昇抑制とは

連系運転 について（通常）
■毎日の動作
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・抑制ランプ点灯中も、電圧の上昇状態によってほとんど発電
　電力が抑制されていないように見える場合もあります。

・抑制運転は異常ではありません。頻繁に発生する場合は、
　お買い上げの販売店にご相談ください。
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■パワーコンディショナを停止したい場合は

■システムを停止したい場合は（点検・お手入れ時）

を押さずに（運転を停止していない状態）

パワーコンディショナを停止したい場合は、

運転中に を押すと停止状態になります。

運転を停止しなくちゃ

システム全体を停止したい場合には、必ず

を押して運転を停止してから

住宅分電盤の太陽光発電用連系ブレーカと、接続箱の
全ての開閉器をOFFにしてください。

■商用電源が停電した場合
商用電源の停電が発生すると「E02」が表示されます。
（機器の状態によっては他の点検コードが表示される
こともあります。）
自立運転に切り換えることが可能です。（17ページ参照）

商用電源が停電した場合、パワーコンディショナは自動
的に運転を停止します。

商用電源が正常にもどれば5分程度で自動的に運転を
再開します。
（［運転/停止］スイッチを操作する必要はありません。）

●自立運転に切り換えた場合

■異常発生について 異常のお知らせ

停電が回復

停電が発生

異常が発生したら、点検コードが点滅で表示されます。
パワーコンディショナの停止が必要な異常の場合は
1分間アラームが鳴ります。

アラームが鳴っていなくても、点検コードが点滅して
いる場合、再びアラームが鳴るため、［アラーム停止］
スイッチを押してください。

を押すとアラームが停止し、表示が点滅から
点灯に変わります。

詳しくは、18ページの「こんなときは」を確認して
対応してください。

異常の確認

停電

連系運転 について（通常） 停止方法 について

太陽光発電用連系ブレーカおよび、接続箱の全ての
開閉器をOFFにすると積算電力量などのデータが更新
されないことがあります。

太陽電池モジュール

※太陽光発電用連系ブレーカは分電盤と別置きの場合があります。

接続箱

太陽光発電用連系ブレーカ

商用電源

住宅分電盤

パワーコンディショナピピッピピッ

ご注意

※太陽光発電用連系
　ブレーカがOFFに
　なっていると表示
　されません。

連系運転に切り換えることが可能です。（17ページ参照）

太陽光発電用連系ブレーカをONにしたまま自立運転を行っ
ているときに停電が回復すると、「JudEn」（受電）が表示され、
1分間アラームが鳴ります。（夜間のように、太陽電池モジュ
ールの発電電力が不足しているとアラームは鳴りません。）
［アラーム停止］スイッチを押すとアラームが停止します。

開閉器
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■パワーコンディショナを停止したい場合は

■システムを停止したい場合は（点検・お手入れ時）

を押さずに（運転を停止していない状態）

パワーコンディショナを停止したい場合は、

運転中に を押すと停止状態になります。

運転を停止しなくちゃ

システム全体を停止したい場合には、必ず

を押して運転を停止してから

住宅分電盤の太陽光発電用連系ブレーカと、接続箱の
全ての開閉器をOFFにしてください。

■商用電源が停電した場合
商用電源の停電が発生すると「E02」が表示されます。
（機器の状態によっては他の点検コードが表示される
こともあります。）
自立運転に切り換えることが可能です。（17ページ参照）

商用電源が停電した場合、パワーコンディショナは自動
的に運転を停止します。

商用電源が正常にもどれば5分程度で自動的に運転を
再開します。
（［運転/停止］スイッチを操作する必要はありません。）

●自立運転に切り換えた場合

■異常発生について 異常のお知らせ

停電が回復

停電が発生

異常が発生したら、点検コードが点滅で表示されます。
パワーコンディショナの停止が必要な異常の場合は
1分間アラームが鳴ります。

アラームが鳴っていなくても、点検コードが点滅して
いる場合、再びアラームが鳴るため、［アラーム停止］
スイッチを押してください。

を押すとアラームが停止し、表示が点滅から
点灯に変わります。

詳しくは、18ページの「こんなときは」を確認して
対応してください。

異常の確認

停電

連系運転 について（通常） 停止方法 について

太陽光発電用連系ブレーカおよび、接続箱の全ての
開閉器をOFFにすると積算電力量などのデータが更新
されないことがあります。

太陽電池モジュール

※太陽光発電用連系ブレーカは分電盤と別置きの場合があります。

接続箱

太陽光発電用連系ブレーカ

商用電源

住宅分電盤

パワーコンディショナピピッピピッ

ご注意

※太陽光発電用連系
　ブレーカがOFFに
　なっていると表示
　されません。

連系運転に切り換えることが可能です。（17ページ参照）

太陽光発電用連系ブレーカをONにしたまま自立運転を行っ
ているときに停電が回復すると、「JudEn」（受電）が表示され、
1分間アラームが鳴ります。（夜間のように、太陽電池モジュ
ールの発電電力が不足しているとアラームは鳴りません。）
［アラーム停止］スイッチを押すとアラームが停止します。

開閉器

■パワーコンディショナを停止したい場合は

■システムを停止したい場合は（点検・お手入れ時）

を押さずに（運転を停止していない状態）
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（機器の状態によっては他の点検コードが表示される
こともあります。）
自立運転に切り換えることが可能です。（17ページ参照）
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停電が発生

異常が発生したら、点検コードが点滅で表示されます。
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1分間アラームが鳴ります。
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いる場合、再びアラームが鳴るため、［アラーム停止］
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対応してください。

異常の確認

停電

連系運転 について（通常） 停止方法 について

太陽光発電用連系ブレーカおよび、接続箱の全ての
開閉器をOFFにすると積算電力量などのデータが更新
されないことがあります。

太陽電池モジュール

※太陽光発電用連系ブレーカは分電盤と別置きの場合があります。

接続箱

太陽光発電用連系ブレーカ

商用電源

住宅分電盤

パワーコンディショナピピッピピッ

ご注意

※太陽光発電用連系
　ブレーカがOFFに
　なっていると表示
　されません。

連系運転に切り換えることが可能です。（17ページ参照）

太陽光発電用連系ブレーカをONにしたまま自立運転を行っ
ているときに停電が回復すると、「JudEn」（受電）が表示され、
1分間アラームが鳴ります。（夜間のように、太陽電池モジュ
ールの発電電力が不足しているとアラームは鳴りません。）
［アラーム停止］スイッチを押すとアラームが停止します。
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自立運転 について（停電時）

自立運転について
停電時などに、自立運転に切り換えた場合、太陽電池モジュールで発電した電力をパワーコンディショナ下面の
自立運転用コンセントから取り出すことができます。ただし、日射量によっては発電量が少なく、15 A（自立運転
用コンセント最大電流）まで使用できない場合があります。

自立運転モードのご注意点
使える機器(例）

ノート
パソコン

●自立運転中に自動停止した場合、太陽光発電システムの発電電力が回復すると自動的に運転を再開
　します。ただし、繰り返し自動停止した場合[運転／停止]ボタンを押して運転再開してください。

携帯電話
充電器

停電が発生してエラー表示がでたら
連系運転を停止して自立運転を開始
することができます。

自立運転中に日射量不足により電力を出力できない場合、アラームが
鳴って待機状態になり、自立運転用コンセントからの出力が停止します。

ご使用の電気機器を減らしてください。待機状態の解除

●自立運転中の出力電力を表示

自立運転を始める

連系運転への切り換え

テーブルタップや電気機器を
コンセントにぶら下げるなど、
プラグやコードに張力が
かかった状態で使用しないで
ください。
使用を終えられたら、テーブル
タップや電気機器は外してください。

ご注意

自立運転時の発電電力は天候により変動します。パワーコンディショナ
の発電電力が自立運転用コンセントにつないだ電気機器の消費電力より
小さい時は運転を停止します。途中で電源が切れると、生命や財産に損
害を受けるおそれがある以下の機器はご使用にならないでください。

●自立運転用コンセントに以下の機器をつながない

●発電電力より消費電力が小さな機器を使用してください。
自立運転用コンセントで使用できる電流は最大で15 Aまでです。消費電流が15 Aまでの電気機器をご使用くだ
さい。使用する機器により異なりますが、おおよそ1000～1500 Wに相当します。
太陽光発電システムで発電した電力よりも自立運転用コンセントに接続した機器の消費電力が大きい場合、自立
運転ができません。
モーターで動作する電気機器の中には、動作開始時に突入電流が流れて動作できないものがあります。（掃除機、
冷蔵庫など）また、これらの機器を使用すると、保護機能がはたらき停止することがあります。

●太陽光発電システムが発電していないときは使用できません。
夜間などで発電できないときは、自立運転ができません。

自立運転のときは、自立運転用コンセントのみに発電電力が供給されます。
停電時にその他のコンセントは使用できません。

●自立運転用コンセントを使用してください。

太陽光発電システムで発電した電力を使用するため、天候の変化などで発電電力が不安定になることがあります。
発電電力が低下した場合、自動的に自立運転を停止します。

●使用している機器が途中で使えなくなる場合があります。

●エラー表示

●連系運転停止状態

●自立運転停止表示

●自立運転中待機状態表示

●自立運転中待機状態表示

を押して連系運転を停止する

住宅分電盤の太陽光発電用連系ブレーカをONにする

住宅分電盤の太陽光発電用連系ブレーカをOFFにする

を押してモードを切り換える

自立ランプの点灯と出力電力の表示を確認する

自立運転停止表示を確認して を押す

利用したい電気機器のコードを自立運転用コンセントにつないで
ください。
電気機器を接続する前は「0.0kW」が表示されます。
利用している電気機器の消費電力に応じて出力電力を表示します。

待機状態

を押して自立運転を停止させる

を押して連系運転を開始する

を押して自立モードから連系モードに切り換える

・すべての医療機器、灯油やガスを用いた暖房機器
・デスクトップパソコンなどの情報機器およびその周辺機器
・炊飯器、電子レンジなどの調理器具
・その他、電源が切れると生命や財産に損害を受けるおそれのある機器

●連系運転中

kW

kW

●連系運転停止状態

●自立運転停止表示

利用したい電気機器のコードをこの
コンセントにつなげます。
※外部のコンセントに配線されて
　いる場合もあります。

。

自立運転について
停電時などに、自立運転に切り換えた場合、太陽電池モジュールで発電した電力をパワーコンディショナ下面の
自立運転用コンセントから取り出すことができます。
ただし、日射量によっては発電量が少なく、15 A（自立運転用コンセント最大電流）まで使用できない場合があります。

自立運転モードのご注意点

携帯電話充電器 ノートパソコン

テーブルタップや電気機器をコンセントに
ぶら下げるなど、プラグやコードに張力が
かかった状態で使用しないでください。
使用を終えられたら、テーブルタップや電
気機器は外してください。

ご注意

日没などで発電電力が不足すると、自立運転が停止する
ため電気機器の電源が切れます。デスクトップパソコン
の場合はデータ破損などの原因となります。

●途中で電源が切れると生命や財産に損害を受ける
　おそれがある電気機器は使用しない

●発電電力より消費電力が小さな機器を使用してください。
自立運転用コンセントで使用できる電流は最大で15 Aまでです。消費電流が15 Aまでの電気機器をご使用ください。
使用する機器により異なりますが、おおよそ1000～1500 Wに相当します。太陽光発電システムで発電した電力よりも
自立運転用コンセントに接続した機器の消費電力が大きい場合、自立運転ができません。モーターで動作する電気機器の中
には、動作開始時に突入電流が流れて動作できないものがあります。（掃除機、冷蔵庫など）また、これらの機器を使用すると、
保護機能がはたらき停止することがあります。

●太陽光発電システムが発電していないときは使用できません。
夜間などで発電できないときは、自立運転ができません。

自立運転のときは、自立運転用コンセントのみに発電電力が供給されます。停電時にその他のコンセントは使用できません。
●自立運転用コンセントを使用してください。

●自立運転中に自動停止した場合、太陽光発電システムの発電電力が回復すると自動的に運転を再開します。
　ただし、繰り返し自動停止した場合は、[運転／停止]ボタンを押して運転再開してください。

太陽光発電システムで発電した電力を使用するため、天候の変化などで発電電力が不安定になることがあります。
発電電力が低下した場合、自動的に自立運転を停止します。

●使用している機器が途中で使えなくなる場合があります。

利用したい電気機器のコードをこのコンセントに
つなげます。

※外部のコンセントに配線されて
　いる場合もあります。

自立運転出力を用いて、掃除機など
モーターを内蔵している電気機器を
使用しないでください。

過電圧の発生により他の電気機器が
故障する原因となります。

●モーターを使用している電気機器は、他の
　電気機器と同時に使用しない

●使用する電気機器が安全な状態
　であることを確認してから自立
　運転を開始する

●自立運転開始後に異臭や異音が
　した場合は、ただちに自立運転
　を停止する

使える機器(例）
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自立運転 について（停電時）

自立運転について
停電時などに、自立運転に切り換えた場合、太陽電池モジュールで発電した電力をパワーコンディショナ下面の
自立運転用コンセントから取り出すことができます。ただし、日射量によっては発電量が少なく、15 A（自立運転
用コンセント最大電流）まで使用できない場合があります。

自立運転モードのご注意点
使える機器(例）

ノート
パソコン

●自立運転中に自動停止した場合、太陽光発電システムの発電電力が回復すると自動的に運転を再開
　します。ただし、繰り返し自動停止した場合[運転／停止]ボタンを押して運転再開してください。

携帯電話
充電器

停電が発生してエラー表示がでたら
連系運転を停止して自立運転を開始
することができます。

自立運転中に日射量不足により電力を出力できない場合、アラームが
鳴って待機状態になり、自立運転用コンセントからの出力が停止します。

ご使用の電気機器を減らしてください。待機状態の解除

●自立運転中の出力電力を表示

自立運転を始める

連系運転への切り換え

テーブルタップや電気機器を
コンセントにぶら下げるなど、
プラグやコードに張力が
かかった状態で使用しないで
ください。
使用を終えられたら、テーブル
タップや電気機器は外してください。

ご注意

自立運転時の発電電力は天候により変動します。パワーコンディショナ
の発電電力が自立運転用コンセントにつないだ電気機器の消費電力より
小さい時は運転を停止します。途中で電源が切れると、生命や財産に損
害を受けるおそれがある以下の機器はご使用にならないでください。

●自立運転用コンセントに以下の機器をつながない

●発電電力より消費電力が小さな機器を使用してください。
自立運転用コンセントで使用できる電流は最大で15 Aまでです。消費電流が15 Aまでの電気機器をご使用くだ
さい。使用する機器により異なりますが、おおよそ1000～1500 Wに相当します。
太陽光発電システムで発電した電力よりも自立運転用コンセントに接続した機器の消費電力が大きい場合、自立
運転ができません。
モーターで動作する電気機器の中には、動作開始時に突入電流が流れて動作できないものがあります。（掃除機、
冷蔵庫など）また、これらの機器を使用すると、保護機能がはたらき停止することがあります。

●太陽光発電システムが発電していないときは使用できません。
夜間などで発電できないときは、自立運転ができません。

自立運転のときは、自立運転用コンセントのみに発電電力が供給されます。
停電時にその他のコンセントは使用できません。

●自立運転用コンセントを使用してください。

太陽光発電システムで発電した電力を使用するため、天候の変化などで発電電力が不安定になることがあります。
発電電力が低下した場合、自動的に自立運転を停止します。

●使用している機器が途中で使えなくなる場合があります。

●エラー表示

●連系運転停止状態

●自立運転停止表示

●自立運転中待機状態表示

●自立運転中待機状態表示

を押して連系運転を停止する

住宅分電盤の太陽光発電用連系ブレーカをONにする

住宅分電盤の太陽光発電用連系ブレーカをOFFにする

を押してモードを切り換える

自立ランプの点灯と出力電力の表示を確認する

自立運転停止表示を確認して を押す

利用したい電気機器のコードを自立運転用コンセントにつないで
ください。
電気機器を接続する前は「0.0kW」が表示されます。
利用している電気機器の消費電力に応じて出力電力を表示します。

待機状態

を押して自立運転を停止させる

を押して連系運転を開始する

を押して自立モードから連系モードに切り換える

・すべての医療機器、灯油やガスを用いた暖房機器
・デスクトップパソコンなどの情報機器およびその周辺機器
・炊飯器、電子レンジなどの調理器具
・その他、電源が切れると生命や財産に損害を受けるおそれのある機器

●連系運転中

kW

kW

●連系運転停止状態

●自立運転停止表示

利用したい電気機器のコードをこの
コンセントにつなげます。
※外部のコンセントに配線されて
　いる場合もあります。

。

自立運転について
停電時などに、自立運転に切り換えた場合、太陽電池モジュールで発電した電力をパワーコンディショナ下面の
自立運転用コンセントから取り出すことができます。
ただし、日射量によっては発電量が少なく、15 A（自立運転用コンセント最大電流）まで使用できない場合があります。

自立運転モードのご注意点

携帯電話充電器 ノートパソコン

テーブルタップや電気機器をコンセントに
ぶら下げるなど、プラグやコードに張力が
かかった状態で使用しないでください。
使用を終えられたら、テーブルタップや電
気機器は外してください。

ご注意

日没などで発電電力が不足すると、自立運転が停止する
ため電気機器の電源が切れます。デスクトップパソコン
の場合はデータ破損などの原因となります。

●途中で電源が切れると生命や財産に損害を受ける
　おそれがある電気機器は使用しない

●発電電力より消費電力が小さな機器を使用してください。
自立運転用コンセントで使用できる電流は最大で15 Aまでです。消費電流が15 Aまでの電気機器をご使用ください。
使用する機器により異なりますが、おおよそ1000～1500 Wに相当します。太陽光発電システムで発電した電力よりも
自立運転用コンセントに接続した機器の消費電力が大きい場合、自立運転ができません。モーターで動作する電気機器の中
には、動作開始時に突入電流が流れて動作できないものがあります。（掃除機、冷蔵庫など）また、これらの機器を使用すると、
保護機能がはたらき停止することがあります。

●太陽光発電システムが発電していないときは使用できません。
夜間などで発電できないときは、自立運転ができません。

自立運転のときは、自立運転用コンセントのみに発電電力が供給されます。停電時にその他のコンセントは使用できません。
●自立運転用コンセントを使用してください。

●自立運転中に自動停止した場合、太陽光発電システムの発電電力が回復すると自動的に運転を再開します。
　ただし、繰り返し自動停止した場合は、[運転／停止]ボタンを押して運転再開してください。

太陽光発電システムで発電した電力を使用するため、天候の変化などで発電電力が不安定になることがあります。
発電電力が低下した場合、自動的に自立運転を停止します。

●使用している機器が途中で使えなくなる場合があります。

利用したい電気機器のコードをこのコンセントに
つなげます。

※外部のコンセントに配線されて
　いる場合もあります。

自立運転出力を用いて、掃除機など
モーターを内蔵している電気機器を
使用しないでください。

過電圧の発生により他の電気機器が
故障する原因となります。

●モーターを使用している電気機器は、他の
　電気機器と同時に使用しない

●使用する電気機器が安全な状態
　であることを確認してから自立
　運転を開始する

●自立運転開始後に異臭や異音が
　した場合は、ただちに自立運転
　を停止する

使える機器(例）

自立運転 について（停電時）

自立運転について
停電時などに、自立運転に切り換えた場合、太陽電池モジュールで発電した電力をパワーコンディショナ下面の
自立運転用コンセントから取り出すことができます。ただし、日射量によっては発電量が少なく、15 A（自立運転
用コンセント最大電流）まで使用できない場合があります。

自立運転モードのご注意点
使える機器(例）

ノート
パソコン

●自立運転中に自動停止した場合、太陽光発電システムの発電電力が回復すると自動的に運転を再開
　します。ただし、繰り返し自動停止した場合[運転／停止]ボタンを押して運転再開してください。

携帯電話
充電器

停電が発生してエラー表示がでたら
連系運転を停止して自立運転を開始
することができます。

自立運転中に日射量不足により電力を出力できない場合、アラームが
鳴って待機状態になり、自立運転用コンセントからの出力が停止します。

ご使用の電気機器を減らしてください。待機状態の解除

●自立運転中の出力電力を表示

自立運転を始める

連系運転への切り換え

テーブルタップや電気機器を
コンセントにぶら下げるなど、
プラグやコードに張力が
かかった状態で使用しないで
ください。
使用を終えられたら、テーブル
タップや電気機器は外してください。

ご注意

自立運転時の発電電力は天候により変動します。パワーコンディショナ
の発電電力が自立運転用コンセントにつないだ電気機器の消費電力より
小さい時は運転を停止します。途中で電源が切れると、生命や財産に損
害を受けるおそれがある以下の機器はご使用にならないでください。

●自立運転用コンセントに以下の機器をつながない

●発電電力より消費電力が小さな機器を使用してください。
自立運転用コンセントで使用できる電流は最大で15 Aまでです。消費電流が15 Aまでの電気機器をご使用くだ
さい。使用する機器により異なりますが、おおよそ1000～1500 Wに相当します。
太陽光発電システムで発電した電力よりも自立運転用コンセントに接続した機器の消費電力が大きい場合、自立
運転ができません。
モーターで動作する電気機器の中には、動作開始時に突入電流が流れて動作できないものがあります。（掃除機、
冷蔵庫など）また、これらの機器を使用すると、保護機能がはたらき停止することがあります。

●太陽光発電システムが発電していないときは使用できません。
夜間などで発電できないときは、自立運転ができません。

自立運転のときは、自立運転用コンセントのみに発電電力が供給されます。
停電時にその他のコンセントは使用できません。

●自立運転用コンセントを使用してください。

太陽光発電システムで発電した電力を使用するため、天候の変化などで発電電力が不安定になることがあります。
発電電力が低下した場合、自動的に自立運転を停止します。

●使用している機器が途中で使えなくなる場合があります。

●エラー表示

●連系運転停止状態

●自立運転停止表示

●自立運転中待機状態表示

●自立運転中待機状態表示

を押して連系運転を停止する

住宅分電盤の太陽光発電用連系ブレーカをONにする

住宅分電盤の太陽光発電用連系ブレーカをOFFにする

を押してモードを切り換える

自立ランプの点灯と出力電力の表示を確認する

自立運転停止表示を確認して を押す

利用したい電気機器のコードを自立運転用コンセントにつないで
ください。
電気機器を接続する前は「0.0kW」が表示されます。
利用している電気機器の消費電力に応じて出力電力を表示します。

待機状態

を押して自立運転を停止させる

を押して連系運転を開始する

を押して自立モードから連系モードに切り換える

・すべての医療機器、灯油やガスを用いた暖房機器
・デスクトップパソコンなどの情報機器およびその周辺機器
・炊飯器、電子レンジなどの調理器具
・その他、電源が切れると生命や財産に損害を受けるおそれのある機器

●連系運転中

kW

kW

●連系運転停止状態

●自立運転停止表示

利用したい電気機器のコードをこの
コンセントにつなげます。
※外部のコンセントに配線されて
　いる場合もあります。

。

自立運転について
停電時などに、自立運転に切り換えた場合、太陽電池モジュールで発電した電力をパワーコンディショナ下面の
自立運転用コンセントから取り出すことができます。
ただし、日射量によっては発電量が少なく、15 A（自立運転用コンセント最大電流）まで使用できない場合があります。

自立運転モードのご注意点

携帯電話充電器 ノートパソコン

テーブルタップや電気機器をコンセントに
ぶら下げるなど、プラグやコードに張力が
かかった状態で使用しないでください。
使用を終えられたら、テーブルタップや電
気機器は外してください。

ご注意

日没などで発電電力が不足すると、自立運転が停止する
ため電気機器の電源が切れます。デスクトップパソコン
の場合はデータ破損などの原因となります。

●途中で電源が切れると生命や財産に損害を受ける
　おそれがある電気機器は使用しない

●発電電力より消費電力が小さな機器を使用してください。
自立運転用コンセントで使用できる電流は最大で15 Aまでです。消費電流が15 Aまでの電気機器をご使用ください。
使用する機器により異なりますが、おおよそ1000～1500 Wに相当します。太陽光発電システムで発電した電力よりも
自立運転用コンセントに接続した機器の消費電力が大きい場合、自立運転ができません。モーターで動作する電気機器の中
には、動作開始時に突入電流が流れて動作できないものがあります。（掃除機、冷蔵庫など）また、これらの機器を使用すると、
保護機能がはたらき停止することがあります。

●太陽光発電システムが発電していないときは使用できません。
夜間などで発電できないときは、自立運転ができません。

自立運転のときは、自立運転用コンセントのみに発電電力が供給されます。停電時にその他のコンセントは使用できません。
●自立運転用コンセントを使用してください。

●自立運転中に自動停止した場合、太陽光発電システムの発電電力が回復すると自動的に運転を再開します。
　ただし、繰り返し自動停止した場合は、[運転／停止]ボタンを押して運転再開してください。

太陽光発電システムで発電した電力を使用するため、天候の変化などで発電電力が不安定になることがあります。
発電電力が低下した場合、自動的に自立運転を停止します。

●使用している機器が途中で使えなくなる場合があります。

利用したい電気機器のコードをこのコンセントに
つなげます。

※外部のコンセントに配線されて
　いる場合もあります。

自立運転出力を用いて、掃除機など
モーターを内蔵している電気機器を
使用しないでください。

過電圧の発生により他の電気機器が
故障する原因となります。

●モーターを使用している電気機器は、他の
　電気機器と同時に使用しない

●使用する電気機器が安全な状態
　であることを確認してから自立
　運転を開始する

●自立運転開始後に異臭や異音が
　した場合は、ただちに自立運転
　を停止する

使える機器(例）
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こんなときは

「P25」を５回検出しました。
運転を一時的に停止しています。

「P26」を５回検出しました。
運転を一時的に停止しています。

「P27」を５回検出しました。
運転を一時的に停止しています。

「P28」を５回検出しました。
運転を一時的に停止しています。

「P29」を５回検出しました。
運転を一時的に停止しています。

年月日と時刻を設定してください。
（10ページ参照）

自立運転を停止し、連系運転を開始すること
が可能です。（17ページ参照）

点検コード 意味 対処

点検コード 意味 対処

自立運転において、消費電力に
対し、発電電力が不足している
ため、パワーコンディショナの
運転を停止しました。

自立運転において、出力電圧が
過電圧状態になったため、パワー
コンディショナの運転を停止し
ました。

自立運転モードにて、運転開始時などに過
大な電流が流れる電気機器を使用しないで
ください。
対象となる電気機器を自立運転用コンセント
から外し、自立運転開始操作（17ページ参照）
をしてください。

自立運転モードにて、運転開始時などに過
大な電流が流れる電気機器を使用しないで
ください。
異常の確認（14ページ参照）した後、対象
となる電気機器を自立運転用コンセントから
外し、自立運転開始操作（17ページ参照）を
してください。

過電流が流れたため、パワーコ
ンディショナの運転を停止しま
した。

過負荷状態になったため、パワー
コンディショナの運転を停止しま
した。

自立運転中に商用電源が回復し、
パワーコンディショナが受電
しています。

太陽光発電用連系ブレーカと接続箱の開閉器
の状態を確認してください。（12ページ参照）電力が供給されていません。

パワーコンディショナで保持
している日時情報がリセット
されました。

自立運転において、出力電圧が不足
電圧状態になったため、パワーコン
ディショナの運転を停止しました。

パワーコンディショナの内部で
異常が発生した可能性があり
ます。

点検コードを控えて、住宅分電盤の太陽光発
電用連系ブレーカと接続箱の開閉器をOFFに
した後、お買い上げの販売店にご連絡ください。

～

パワーコンディショナの運転が
不安定な状態が複数回続きました。
パワーコンディショナの運転を
停止しています。

異常の確認（14ページ参照）した後、連系運転
の開始操作（９ページ参照）をしてください。
それでも表示が消えない場合は、点検コード
を控えて、住宅分電盤の太陽光発電用連系ブ
レーカと接続箱の開閉器をOFFにした後、
お買い上げの販売店にご連絡ください。

～

しばらくそのままの状態でお待ちください。
自動的に運転を再開します。
再開しない場合は、点検コードを控えてお買
い上げの販売店にご連絡ください。

パワーコンディショナの運転が
一時的に不安定になりました。
パワーコンディショナの運転を
一時的に停止しています。

～

商用電源が正常に回復してから約5分間で自
動的に運転を再開します。
そのままの状態でお待ちください。
停電はしていないのに10分以上表示が変わら
ない場合は、点検コードを控えてお買い上げ
の販売店にご連絡ください。

商用電源の異常のため、パワー
コンディショナの運転を停止
しました。

～

自立運転モードにて、運転開始時などに過
大な電流が流れる電気機器を使用しないで
ください。
対象となる電気機器を自立運転用コンセント
から外し、自立運転開始操作（17ページ参照）
をしてください。

真っ暗な表示

点検コードの内容を
確認してください

文字表示の点検コードを
確認してください

対処欄に記載されている
内容にしたがってください

下記内容をご確認のうえ、対処方法をお試しください。
確認の結果、異常がある場合は修理ご相談窓口までご連絡ください。

安
全
上
の
ご
注
意

各
部
の
名
前

お
知
ら
せ

年
月
日
、時
刻
を
設
定
す
る

毎
日
の
動
作

異
常
発
生
に
つ
い
て

使
用
上
の
お
願
い

商
用
電
源
が
停
電
し
た
場
合

自
立
運
転
に
つ
い
て

こ
ん
な
と
き
は

仕
様

ラ
ン
プ
、文
字
表
示
一
覧



19

こんなときは

「P25」を５回検出しました。
運転を一時的に停止しています。

「P26」を５回検出しました。
運転を一時的に停止しています。

「P27」を５回検出しました。
運転を一時的に停止しています。

「P28」を５回検出しました。
運転を一時的に停止しています。

「P29」を５回検出しました。
運転を一時的に停止しています。

年月日と時刻を設定してください。
（10ページ参照）

自立運転を停止し、連系運転を開始すること
が可能です。（17ページ参照）

点検コード 意味 対処

点検コード 意味 対処

自立運転において、消費電力に
対し、発電電力が不足している
ため、パワーコンディショナの
運転を停止しました。

自立運転において、出力電圧が
過電圧状態になったため、パワー
コンディショナの運転を停止し
ました。

自立運転モードにて、運転開始時などに過
大な電流が流れる電気機器を使用しないで
ください。
対象となる電気機器を自立運転用コンセント
から外し、自立運転開始操作（17ページ参照）
をしてください。

自立運転モードにて、運転開始時などに過
大な電流が流れる電気機器を使用しないで
ください。
異常の確認（14ページ参照）した後、対象
となる電気機器を自立運転用コンセントから
外し、自立運転開始操作（17ページ参照）を
してください。

過電流が流れたため、パワーコ
ンディショナの運転を停止しま
した。

過負荷状態になったため、パワー
コンディショナの運転を停止しま
した。

自立運転中に商用電源が回復し、
パワーコンディショナが受電
しています。

太陽光発電用連系ブレーカと接続箱の開閉器
の状態を確認してください。（12ページ参照）電力が供給されていません。

パワーコンディショナで保持
している日時情報がリセット
されました。

自立運転において、出力電圧が不足
電圧状態になったため、パワーコン
ディショナの運転を停止しました。

パワーコンディショナの内部で
異常が発生した可能性があり
ます。

点検コードを控えて、住宅分電盤の太陽光発
電用連系ブレーカと接続箱の開閉器をOFFに
した後、お買い上げの販売店にご連絡ください。

～

パワーコンディショナの運転が
不安定な状態が複数回続きました。
パワーコンディショナの運転を
停止しています。

異常の確認（14ページ参照）した後、連系運転
の開始操作（９ページ参照）をしてください。
それでも表示が消えない場合は、点検コード
を控えて、住宅分電盤の太陽光発電用連系ブ
レーカと接続箱の開閉器をOFFにした後、
お買い上げの販売店にご連絡ください。

～

しばらくそのままの状態でお待ちください。
自動的に運転を再開します。
再開しない場合は、点検コードを控えてお買
い上げの販売店にご連絡ください。

パワーコンディショナの運転が
一時的に不安定になりました。
パワーコンディショナの運転を
一時的に停止しています。

～

商用電源が正常に回復してから約5分間で自
動的に運転を再開します。
そのままの状態でお待ちください。
停電はしていないのに10分以上表示が変わら
ない場合は、点検コードを控えてお買い上げ
の販売店にご連絡ください。

商用電源の異常のため、パワー
コンディショナの運転を停止
しました。

～

自立運転モードにて、運転開始時などに過
大な電流が流れる電気機器を使用しないで
ください。
対象となる電気機器を自立運転用コンセント
から外し、自立運転開始操作（17ページ参照）
をしてください。

真っ暗な表示

点検コードの内容を
確認してください

文字表示の点検コードを
確認してください

対処欄に記載されている
内容にしたがってください

下記内容をご確認のうえ、対処方法をお試しください。
確認の結果、異常がある場合は修理ご相談窓口までご連絡ください。

こんなときは

「P25」を５回検出しました。
運転を一時的に停止しています。

「P26」を５回検出しました。
運転を一時的に停止しています。

「P27」を５回検出しました。
運転を一時的に停止しています。

「P28」を５回検出しました。
運転を一時的に停止しています。

「P29」を５回検出しました。
運転を一時的に停止しています。

年月日と時刻を設定してください。
（10ページ参照）

自立運転を停止し、連系運転を開始すること
が可能です。（17ページ参照）

点検コード 意味 対処

点検コード 意味 対処

自立運転において、消費電力に
対し、発電電力が不足している
ため、パワーコンディショナの
運転を停止しました。

自立運転において、出力電圧が
過電圧状態になったため、パワー
コンディショナの運転を停止し
ました。

自立運転モードにて、運転開始時などに過
大な電流が流れる電気機器を使用しないで
ください。
対象となる電気機器を自立運転用コンセント
から外し、自立運転開始操作（17ページ参照）
をしてください。

自立運転モードにて、運転開始時などに過
大な電流が流れる電気機器を使用しないで
ください。
異常の確認（14ページ参照）した後、対象
となる電気機器を自立運転用コンセントから
外し、自立運転開始操作（17ページ参照）を
してください。

過電流が流れたため、パワーコ
ンディショナの運転を停止しま
した。

過負荷状態になったため、パワー
コンディショナの運転を停止しま
した。

自立運転中に商用電源が回復し、
パワーコンディショナが受電
しています。

太陽光発電用連系ブレーカと接続箱の開閉器
の状態を確認してください。（12ページ参照）電力が供給されていません。

パワーコンディショナで保持
している日時情報がリセット
されました。

自立運転において、出力電圧が不足
電圧状態になったため、パワーコン
ディショナの運転を停止しました。

パワーコンディショナの内部で
異常が発生した可能性があり
ます。

点検コードを控えて、住宅分電盤の太陽光発
電用連系ブレーカと接続箱の開閉器をOFFに
した後、お買い上げの販売店にご連絡ください。

～

パワーコンディショナの運転が
不安定な状態が複数回続きました。
パワーコンディショナの運転を
停止しています。

異常の確認（14ページ参照）した後、連系運転
の開始操作（９ページ参照）をしてください。
それでも表示が消えない場合は、点検コード
を控えて、住宅分電盤の太陽光発電用連系ブ
レーカと接続箱の開閉器をOFFにした後、
お買い上げの販売店にご連絡ください。

～

しばらくそのままの状態でお待ちください。
自動的に運転を再開します。
再開しない場合は、点検コードを控えてお買
い上げの販売店にご連絡ください。

パワーコンディショナの運転が
一時的に不安定になりました。
パワーコンディショナの運転を
一時的に停止しています。

～

商用電源が正常に回復してから約5分間で自
動的に運転を再開します。
そのままの状態でお待ちください。
停電はしていないのに10分以上表示が変わら
ない場合は、点検コードを控えてお買い上げ
の販売店にご連絡ください。

商用電源の異常のため、パワー
コンディショナの運転を停止
しました。

～

自立運転モードにて、運転開始時などに過
大な電流が流れる電気機器を使用しないで
ください。
対象となる電気機器を自立運転用コンセント
から外し、自立運転開始操作（17ページ参照）
をしてください。

真っ暗な表示

点検コードの内容を
確認してください

文字表示の点検コードを
確認してください

対処欄に記載されている
内容にしたがってください

下記内容をご確認のうえ、対処方法をお試しください。
確認の結果、異常がある場合は修理ご相談窓口までご連絡ください。
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ランプ、文字表示一覧 点検とお手入れのしかた
●事故を防止するため、下記の点検を必ず行ってください。（点検頻度：1回／月）

□ 装置の通気孔が、ほこりや物でふさがって
 　いませんか。

必ず本ページ内「お手入れのしかた」にしたがって、
パワーコンディショナを停止させ、機器の温度が完全に
冷えてからほこりや物を取り除いてください。

□ 頻繁にアラームが鳴ったり、点検コードを
 　表示していませんか。

※起動時や発電電力が大きいときに、運転音が少し大きくなることがありますが、故障ではありません。

※起動時や発電電力が大きいときに、運転音が少し大きくなることがありますが、故障ではありません。 文字表示に点検コードが表示されていたら、18～19ページの
内容にしたがって処置してください。

点検項目 対処方法

通常の点検

メンテナンススケジュール

通気孔（上部）

通気孔（下部）

●ぬれた布でふかない
火災・感電・故障の原因となります。

感電・やけどの原因となります。

●必ず運転を停止し、住宅分電盤の太陽光
　発電用連系ブレーカと接続箱の全ての
　開閉器をOFFにする

お手入れのしかた

を押して運転を停止する

住宅分電盤の太陽光発電用連系ブレーカと接続箱の全ての
開閉器をOFFにする

機器の温度が完全に冷えたことを確認する

掃除機でほこりを吸い取ったり、やわらかい布でからぶきをする

通常点検

（15年）

10年 15年メンテナンススケジュール

※設置後15年程度経過すると劣化が進みますので、取り換えをご検討ください。

5年 20年…

パワーコンディショナ本体取換
（1回／月）

毎月点検実施 ※点検はお客様ご自身で実施してください

取り換え

連系モード

自立モード

●年月日表示（10ページ）
年月日を表示します。
（2012年3月25日）

●時刻表示（11ページ）
時刻を表示します。
（9時30分）

●時計リセット（11ページ）
保持していた日時情報が
リセットされ、電源OFF状
態が長期間継続した場合、
各表示と交互に右記表示
がでます。
再度、日時設定をしてく
ださい。（10ページ参照）

●積算電力量の表示
　（13ページ）
初めて発電を開始してから
現在までの発電電力量を
表示します。

kWh

運転を停止しています。
［運転/停止］スイッチを
押すと運転を再開します。

●停止状態（9ページ）

運転を停止しています。
［運転/停止］スイッチを
押すと運転を再開します。

●停止状態（17ページ）

●待機状態（17ページ）
太陽電池モジュールの発電
電力が不足しています。
発電が十分になると自動で
再開します。

停電から回復した場合はそ
れぞれの画面と停電回復画
面が交互に表示されます。
自立運転を停止し、連系運転
を開始することが可能です。

●停電回復画面（19ページ）

●待機状態（12ページ）
太陽電池モジュールの発電
電力が不足しています。
発電が十分になると自動で
再開します。

●点検コードの表示
　（18～19ページ）

［アラーム停止］
スイッチを押す

●電源投入時（9ページ）

電源OFF状態直前によって異なります。

電源OFF状態

準備中

準備完了

kWh
kW

●運転中（17ページ）
自立運転中の出力電力を
表示します。

kW

●抑制運転（12ページ）
電圧上昇時に出力電力を
抑制します。 kW

●運転中（13ページ）
連系運転中の出力電力を
表示します。

kW

発電が開始されるまでの
時間（300～0 秒）を表示
します。

●発電開始カウントダウン
　（12ページ）

チカッ
チカッ

□ 装置の通気孔が、ほこりや
　 物でふさがっていませんか。

必ず本ページ内「お手入れの
しかた」にしたがって、パワー
コンディショナを停止させ、
機器の温度が完全に冷えてか
らほこりや物を取り除いてく
ださい。

□ 頻繁にアラームが鳴ったり、点検コードを表示して
　 いませんか。

文字表示に点検コードが表示されていたら、18～19
ページの内容にしたがって処置してください。

点検項目 対処方法
通気孔（上部）

通気孔（下部）

ランプ、文字表示の表現については7ページをご参照ください。

●停電時（14ページ）
連系運転ができません。
自立運転に切り換えて
ください。（17ページ参照）

kW

●スプレー式の洗浄剤を使わない
火災・故障の原因となります。

●累積抑制時間の表示
　（12ページ）
電圧上昇抑制運転の
累積時間（分単位）です。
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ランプ、文字表示一覧 点検とお手入れのしかた
●事故を防止するため、下記の点検を必ず行ってください。（点検頻度：1回／月）

□ 装置の通気孔が、ほこりや物でふさがって
 　いませんか。

必ず本ページ内「お手入れのしかた」にしたがって、
パワーコンディショナを停止させ、機器の温度が完全に
冷えてからほこりや物を取り除いてください。

□ 頻繁にアラームが鳴ったり、点検コードを
 　表示していませんか。

※起動時や発電電力が大きいときに、運転音が少し大きくなることがありますが、故障ではありません。

※起動時や発電電力が大きいときに、運転音が少し大きくなることがありますが、故障ではありません。 文字表示に点検コードが表示されていたら、18～19ページの
内容にしたがって処置してください。

点検項目 対処方法

通常の点検

メンテナンススケジュール

通気孔（上部）

通気孔（下部）

●ぬれた布でふかない
火災・感電・故障の原因となります。

感電・やけどの原因となります。

●必ず運転を停止し、住宅分電盤の太陽光
　発電用連系ブレーカと接続箱の全ての
　開閉器をOFFにする

お手入れのしかた

を押して運転を停止する

住宅分電盤の太陽光発電用連系ブレーカと接続箱の全ての
開閉器をOFFにする

機器の温度が完全に冷えたことを確認する

掃除機でほこりを吸い取ったり、やわらかい布でからぶきをする

通常点検

（15年）

10年 15年メンテナンススケジュール

※設置後15年程度経過すると劣化が進みますので、取り換えをご検討ください。

5年 20年…

パワーコンディショナ本体取換
（1回／月）

毎月点検実施 ※点検はお客様ご自身で実施してください

取り換え

連系モード

自立モード

●年月日表示（10ページ）
年月日を表示します。
（2012年3月25日）

●時刻表示（11ページ）
時刻を表示します。
（9時30分）

●時計リセット（11ページ）
保持していた日時情報が
リセットされ、電源OFF状
態が長期間継続した場合、
各表示と交互に右記表示
がでます。
再度、日時設定をしてく
ださい。（10ページ参照）

●積算電力量の表示
　（13ページ）
初めて発電を開始してから
現在までの発電電力量を
表示します。

kWh

運転を停止しています。
［運転/停止］スイッチを
押すと運転を再開します。

●停止状態（9ページ）

運転を停止しています。
［運転/停止］スイッチを
押すと運転を再開します。

●停止状態（17ページ）

●待機状態（17ページ）
太陽電池モジュールの発電
電力が不足しています。
発電が十分になると自動で
再開します。

停電から回復した場合はそ
れぞれの画面と停電回復画
面が交互に表示されます。
自立運転を停止し、連系運転
を開始することが可能です。

●停電回復画面（19ページ）

●待機状態（12ページ）
太陽電池モジュールの発電
電力が不足しています。
発電が十分になると自動で
再開します。

●点検コードの表示
　（18～19ページ）

［アラーム停止］
スイッチを押す

●電源投入時（9ページ）

電源OFF状態直前によって異なります。

電源OFF状態

準備中

準備完了

kWh
kW

●運転中（17ページ）
自立運転中の出力電力を
表示します。

kW

●抑制運転（12ページ）
電圧上昇時に出力電力を
抑制します。 kW

●運転中（13ページ）
連系運転中の出力電力を
表示します。

kW

発電が開始されるまでの
時間（300～0 秒）を表示
します。

●発電開始カウントダウン
　（12ページ）

チカッ
チカッ

□ 装置の通気孔が、ほこりや
　 物でふさがっていませんか。

必ず本ページ内「お手入れの
しかた」にしたがって、パワー
コンディショナを停止させ、
機器の温度が完全に冷えてか
らほこりや物を取り除いてく
ださい。

□ 頻繁にアラームが鳴ったり、点検コードを表示して
　 いませんか。

文字表示に点検コードが表示されていたら、18～19
ページの内容にしたがって処置してください。

点検項目 対処方法
通気孔（上部）

通気孔（下部）

ランプ、文字表示の表現については7ページをご参照ください。

●停電時（14ページ）
連系運転ができません。
自立運転に切り換えて
ください。（17ページ参照）

kW

●スプレー式の洗浄剤を使わない
火災・故障の原因となります。

●累積抑制時間の表示
　（12ページ）
電圧上昇抑制運転の
累積時間（分単位）です。
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インバータ方式
スイッチング方式
絶縁方式
電気方式

VBPC355A2
5.5 kW
５回路

27.5 A

620 mm×280 mm×155 mm
約19.0 kg

PWM（パルス幅変調）方式
連系運転時：電圧型電流制御方式 自立運転時：電圧型電圧制御方式

非絶縁

DC 250 V

DC 70～380 V

連系運転時：202 V　　自立運転時：101 V

1.5 kVA

最大電力点追従制御

95 %（定格出力時）
単相二線式（単相三線式配電線に接続）

受動的方式、能動的方式

交流過電圧、交流不足電圧、周波数上昇、周波数低下、高速単独運転検出、
FRT要件（瞬時電圧低下）

直流過電圧、直流過電流、交流過電流、直流地絡、温度異常

50 Hz／60 Hz

屋内、温度：－10 ～ +40 ℃、湿度：90 ％以下（結露なきこと）

総合5 ％以下、各次3 ％以下

35 dB以下（正面1mでのAレンジ値）

主回路方式

入

出

連系保護機能

単独運転検出機能
自立運転時出力容量

定格電力変換効率

入力電力制御方式

使用環境条件
外形寸法
製品質量

運転音

保護機能

仕様
4.0 kW
４回路

32 A／4回路8 A／1回路 40 A／5回路8 A／1回路

20.0 A

518 mm×280 mm×145 mm

約15.5 kg

VBPC340A2

入力回路数

使用入力電圧範囲

1.4 kW／1回路定格入力電力

定格出力

定格入力電圧

定格出力周波数

最大入力電流
定格出力電圧

定格出力電流

出力電流ひずみ率

品番

保護機能 整定値 時限

過電圧　　　OVR

不足電圧　　UVR

周波数上昇　OFR

周波数低下　UFR

V

V

Hz

Hz

秒

秒

秒

秒

保護機能 整定値 時限

受動的方式

能動的方式

発電開始
カウントダウン時間

開始電圧

割合

度

秒

V

％

0.5 秒以内に動作

0.2 秒以内に動作

単
独
運
転
検
出

電
圧
上
昇
抑
制

マルチストリング型パワーコンディショナ保証書 出張修理

修理メモ

※お客様にご記入いただいた個人情報は、保証期間内の無料修理対応及びその後の安全点検活動のために利用させていた
　だく場合がございますのでご了承ください。
※この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。
　従ってこの保証書によって、保証書を発行している者（保証責任者）、及びそれ以外の事業者に対するお客様の法律上の権利を
　制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理についてご不明の場合は、お買い上げの販売店またはお客様ご相談
　窓口にお問い合わせください。

お名前 様お
客
様

販
売
店

ご住所

電話番号
取扱販売店名・住所・電話番号

※

※ ※

日月年系統連系日
※

品　　　番

製 造 番 号

保証期間（系統連系日から） 1年間

無料修理規定
本書は系統連系日から本書に明示した期間中故障が発生した場合には、無料修理規定の内容で無料修理を
行うことをお約束するものです。
1．取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書に従った使用状態で保証期間内に故障した場合には、無料修理を
　 させていただきます。

2．ご転居の場合の修理ご依頼先は、お買い上げの販売店またはお客様ご相談窓口にご相談ください。
3．保証期間内でも次の場合には原則として有料にさせていただきます。

（イ）無料修理をご依頼になる場合には、お買い上げの販売店にお申しつけください。

（イ）使用上の故意・過失または不当な修理や改造による故障及び損傷

（ロ）お買い上げの販売店に無料修理をご依頼になれない場合には、お客様ご相談窓口にご相談ください。
（ハ）この商品は、出張修理をさせていただきますので、修理に際し本書をご提示ください。

4．本書は日本国内においてのみ有効です。
5．本書は再発行いたしませんので大切に保管してください。
6．お客様ご相談窓口は取扱説明書のアフターサービス欄をご参照ください。

（ロ）お買い上げ後の取付場所の移設、輸送、落下等による故障及び損傷
（ハ）火災、地震、水害、落雷、その他天災地変及び公害、塩害、ガス害（硫化ガス等）等による故障及び損傷
（ニ）車両、船舶等に搭載された場合に生ずる故障及び損傷
（ホ）仕上げのキズ等で、お引渡し時に申し出がなかったもの

（ト）維持管理の不備による汚れ、さび
（チ）施工説明書に記載された方法以外の施工内容に起因する損傷や故障

（ヘ）瑕疵によらない自然の磨耗、さび、かび、変質、変色、その他類似の事由による場合

（ヌ）保証期間経過後に申し出があったもの、または保証該当事項の発生後、速やかに申し出がなかったもの
（ル）本書のご提示がない場合
（ヲ）保証書に系統連系日、お客様名、販売店名の記入のない場合（領収書等で左記内容がわかる場合はその限り
　　ではありません）、あるいは字句を書き替えられた場合
（ワ）離島または離島に準ずる遠隔地へ出張修理を行う場合

（リ）契約時、実用化されていた技術では予防することが不可能な現象またはこれが原因で生じた事故による場合

VBPC

※This warranty is valid only in Japan.

ご販売店様へ 上記※印欄は必ず記入してお渡しください。 

パワーコンディショナの整定値  お客様控え
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インバータ方式
スイッチング方式
絶縁方式
電気方式

VBPC355A2
5.5 kW
５回路

27.5 A

620 mm×280 mm×155 mm
約19.0 kg

PWM（パルス幅変調）方式
連系運転時：電圧型電流制御方式 自立運転時：電圧型電圧制御方式

非絶縁

DC 250 V

DC 70～380 V

連系運転時：202 V　　自立運転時：101 V

1.5 kVA

最大電力点追従制御

95 %（定格出力時）
単相二線式（単相三線式配電線に接続）

受動的方式、能動的方式

交流過電圧、交流不足電圧、周波数上昇、周波数低下、高速単独運転検出、
FRT要件（瞬時電圧低下）

直流過電圧、直流過電流、交流過電流、直流地絡、温度異常

50 Hz／60 Hz

屋内、温度：－10 ～ +40 ℃、湿度：90 ％以下（結露なきこと）

総合5 ％以下、各次3 ％以下

35 dB以下（正面1mでのAレンジ値）

主回路方式

入

出

連系保護機能

単独運転検出機能
自立運転時出力容量

定格電力変換効率

入力電力制御方式

使用環境条件
外形寸法
製品質量

運転音

保護機能

仕様
4.0 kW
４回路

32 A／4回路8 A／1回路 40 A／5回路8 A／1回路

20.0 A

518 mm×280 mm×145 mm

約15.5 kg

VBPC340A2

入力回路数

使用入力電圧範囲

1.4 kW／1回路定格入力電力

定格出力

定格入力電圧

定格出力周波数

最大入力電流
定格出力電圧

定格出力電流

出力電流ひずみ率

品番

保護機能 整定値 時限

過電圧　　　OVR

不足電圧　　UVR

周波数上昇　OFR

周波数低下　UFR

V

V

Hz

Hz

秒

秒

秒

秒

保護機能 整定値 時限

受動的方式

能動的方式

発電開始
カウントダウン時間

開始電圧

割合

度

秒

V

％

0.5 秒以内に動作

0.2 秒以内に動作
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マルチストリング型パワーコンディショナ保証書 出張修理

修理メモ

※お客様にご記入いただいた個人情報は、保証期間内の無料修理対応及びその後の安全点検活動のために利用させていた
　だく場合がございますのでご了承ください。
※この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。
　従ってこの保証書によって、保証書を発行している者（保証責任者）、及びそれ以外の事業者に対するお客様の法律上の権利を
　制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理についてご不明の場合は、お買い上げの販売店またはお客様ご相談
　窓口にお問い合わせください。

お名前 様お
客
様

販
売
店

ご住所

電話番号
取扱販売店名・住所・電話番号

※

※ ※

日月年系統連系日
※

品　　　番

製 造 番 号

保証期間（系統連系日から） 1年間

無料修理規定
本書は系統連系日から本書に明示した期間中故障が発生した場合には、無料修理規定の内容で無料修理を
行うことをお約束するものです。
1．取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書に従った使用状態で保証期間内に故障した場合には、無料修理を
　 させていただきます。

2．ご転居の場合の修理ご依頼先は、お買い上げの販売店またはお客様ご相談窓口にご相談ください。
3．保証期間内でも次の場合には原則として有料にさせていただきます。

（イ）無料修理をご依頼になる場合には、お買い上げの販売店にお申しつけください。

（イ）使用上の故意・過失または不当な修理や改造による故障及び損傷

（ロ）お買い上げの販売店に無料修理をご依頼になれない場合には、お客様ご相談窓口にご相談ください。
（ハ）この商品は、出張修理をさせていただきますので、修理に際し本書をご提示ください。

4．本書は日本国内においてのみ有効です。
5．本書は再発行いたしませんので大切に保管してください。
6．お客様ご相談窓口は取扱説明書のアフターサービス欄をご参照ください。

（ロ）お買い上げ後の取付場所の移設、輸送、落下等による故障及び損傷
（ハ）火災、地震、水害、落雷、その他天災地変及び公害、塩害、ガス害（硫化ガス等）等による故障及び損傷
（ニ）車両、船舶等に搭載された場合に生ずる故障及び損傷
（ホ）仕上げのキズ等で、お引渡し時に申し出がなかったもの

（ト）維持管理の不備による汚れ、さび
（チ）施工説明書に記載された方法以外の施工内容に起因する損傷や故障

（ヘ）瑕疵によらない自然の磨耗、さび、かび、変質、変色、その他類似の事由による場合

（ヌ）保証期間経過後に申し出があったもの、または保証該当事項の発生後、速やかに申し出がなかったもの
（ル）本書のご提示がない場合
（ヲ）保証書に系統連系日、お客様名、販売店名の記入のない場合（領収書等で左記内容がわかる場合はその限り
　　ではありません）、あるいは字句を書き替えられた場合
（ワ）離島または離島に準ずる遠隔地へ出張修理を行う場合

（リ）契約時、実用化されていた技術では予防することが不可能な現象またはこれが原因で生じた事故による場合

VBPC

※This warranty is valid only in Japan.

ご販売店様へ 上記※印欄は必ず記入してお渡しください。 

パワーコンディショナの整定値  お客様控え

インバータ方式
スイッチング方式
絶縁方式
電気方式

VBPC355A2
5.5 kW
５回路

27.5 A

620 mm×280 mm×155 mm
約19.0 kg

PWM（パルス幅変調）方式
連系運転時：電圧型電流制御方式 自立運転時：電圧型電圧制御方式

非絶縁

DC 250 V

DC 70～380 V

連系運転時：202 V　　自立運転時：101 V

1.5 kVA

最大電力点追従制御

95 %（定格出力時）
単相二線式（単相三線式配電線に接続）

受動的方式、能動的方式

交流過電圧、交流不足電圧、周波数上昇、周波数低下、高速単独運転検出、
FRT要件（瞬時電圧低下）

直流過電圧、直流過電流、交流過電流、直流地絡、温度異常

50 Hz／60 Hz

屋内、温度：－10 ～ +40 ℃、湿度：90 ％以下（結露なきこと）

総合5 ％以下、各次3 ％以下

35 dB以下（正面1mでのAレンジ値）

主回路方式

入

出

連系保護機能

単独運転検出機能
自立運転時出力容量

定格電力変換効率

入力電力制御方式

使用環境条件
外形寸法
製品質量

運転音

保護機能

仕様
4.0 kW
４回路

32 A／4回路8 A／1回路 40 A／5回路8 A／1回路

20.0 A

518 mm×280 mm×145 mm

約15.5 kg

VBPC340A2

入力回路数

使用入力電圧範囲

1.4 kW／1回路定格入力電力

定格出力

定格入力電圧

定格出力周波数

最大入力電流
定格出力電圧

定格出力電流

出力電流ひずみ率

品番

保護機能 整定値 時限

過電圧　　　OVR

不足電圧　　UVR

周波数上昇　OFR

周波数低下　UFR

V

V

Hz

Hz

秒

秒

秒

秒

保護機能 整定値 時限

受動的方式

能動的方式

発電開始
カウントダウン時間

開始電圧

割合

度

秒

V

％

0.5 秒以内に動作

0.2 秒以内に動作

単
独
運
転
検
出

電
圧
上
昇
抑
制

マルチストリング型パワーコンディショナ保証書 出張修理

修理メモ

※お客様にご記入いただいた個人情報は、保証期間内の無料修理対応及びその後の安全点検活動のために利用させていた
　だく場合がございますのでご了承ください。
※この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。
　従ってこの保証書によって、保証書を発行している者（保証責任者）、及びそれ以外の事業者に対するお客様の法律上の権利を
　制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理についてご不明の場合は、お買い上げの販売店またはお客様ご相談
　窓口にお問い合わせください。

お名前 様お
客
様

販
売
店

ご住所

電話番号
取扱販売店名・住所・電話番号

※

※ ※

日月年系統連系日
※

品　　　番

製 造 番 号

保証期間（系統連系日から） 1年間

無料修理規定
本書は系統連系日から本書に明示した期間中故障が発生した場合には、無料修理規定の内容で無料修理を
行うことをお約束するものです。
1．取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書に従った使用状態で保証期間内に故障した場合には、無料修理を
　 させていただきます。

2．ご転居の場合の修理ご依頼先は、お買い上げの販売店またはお客様ご相談窓口にご相談ください。
3．保証期間内でも次の場合には原則として有料にさせていただきます。

（イ）無料修理をご依頼になる場合には、お買い上げの販売店にお申しつけください。

（イ）使用上の故意・過失または不当な修理や改造による故障及び損傷

（ロ）お買い上げの販売店に無料修理をご依頼になれない場合には、お客様ご相談窓口にご相談ください。
（ハ）この商品は、出張修理をさせていただきますので、修理に際し本書をご提示ください。

4．本書は日本国内においてのみ有効です。
5．本書は再発行いたしませんので大切に保管してください。
6．お客様ご相談窓口は取扱説明書のアフターサービス欄をご参照ください。

（ロ）お買い上げ後の取付場所の移設、輸送、落下等による故障及び損傷
（ハ）火災、地震、水害、落雷、その他天災地変及び公害、塩害、ガス害（硫化ガス等）等による故障及び損傷
（ニ）車両、船舶等に搭載された場合に生ずる故障及び損傷
（ホ）仕上げのキズ等で、お引渡し時に申し出がなかったもの

（ト）維持管理の不備による汚れ、さび
（チ）施工説明書に記載された方法以外の施工内容に起因する損傷や故障

（ヘ）瑕疵によらない自然の磨耗、さび、かび、変質、変色、その他類似の事由による場合

（ヌ）保証期間経過後に申し出があったもの、または保証該当事項の発生後、速やかに申し出がなかったもの
（ル）本書のご提示がない場合
（ヲ）保証書に系統連系日、お客様名、販売店名の記入のない場合（領収書等で左記内容がわかる場合はその限り
　　ではありません）、あるいは字句を書き替えられた場合
（ワ）離島または離島に準ずる遠隔地へ出張修理を行う場合

（リ）契約時、実用化されていた技術では予防することが不可能な現象またはこれが原因で生じた事故による場合

VBPC

※This warranty is valid only in Japan.

ご販売店様へ 上記※印欄は必ず記入してお渡しください。 

パワーコンディショナの整定値  お客様控え



http://www.panasonic.com/jp/support/

「こんなときは」（18ページ）でご確認のあと、直らない
ときは、太陽光発電用連系ブレーカと開閉器をOFFに
して、系統連系日と右の内容をご連絡ください。 VBPC340A2　VBPC355A2

住宅用太陽光発電システム
マルチストリング型パワーコンディショナ
（多数台連系対応）

長年ご使用のパワーコンディショナの点検を！


